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論文内容要旨
研究目的
 双胎胎児の相互作用の影響を,胎児心拍変動間の相対パワー寄与率(RPC)の大きさを指標
 として,胎児の予後との関係を検討する。
 1)双胎胎児の心拍変動問より相対パワー寄与率を用いた胎児問の相互作用のモデル作成し,
 2)形態学的超音波画像診断と胎児心拍変動間のRPCの強さの関係について検討する。
 3)胎児心拍変動間のRPCの強さと児の予後との関係を検討する。
研究結果
 双胎胎児間の相互作用を検討するために,双胎胎児心拍変動間で一方の胎児心拍変動が他の胎
 児心拍変動に制御され,他の胎児心拍変動が一方の胎児心拍変動に制御されるという2変数から
 成る単純なフィードバックシステムを作成した。このシステムに対し赤池の2変量ARモデルを
 用いて他児の心拍変動から受けるRPCの大きさをVL領域で求め胎児心拍変動問の相互作用を
 検討した。羊水過多のある一絨毛膜性双胎妊娠群(双胎間輸血症候群TTTS)では他児からRPC
 が他の群より明らかに高かった。この群では形態学的超音波画像診断より胎児体重の不均衡,
 stucktwinより各々分類したが胎児からのRPCに有意差が認められなかった。しかし,胎児の
 予後が重篤であった胎児死亡,新生児死亡,胎児水腫を起こした胎児群においてVL領域の他児
 からのRPCを30%以上とした場合のsensitivity88.8%,specificity94.1%,accuracy92、3%
 と非常に高く胎児の予後を推定するのにRPCは非常に有用であることがわかった。
 この手法は分娩監視装置を装着し双胎胎児より安定した両胎児心拍が5分以上同時記録できれ
 ば胎児心拍変動問のRPCを解析でき,非侵襲的で簡便な方法である。解析速度の改善によって
 将来Realtimeに双胎胎児心拍変動間のRPCを観察することも可能である。胎児心拍変動の
 VL領域の生理学的,臨床的意義とTTTSの病態と胎児心拍変動間のRPCとの関係の解明も含
 め一絨毛膜性双胎妊娠の周産期管理において非常に有効な手段と思われた。
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 審査結果の要旨
 周産期管理の進歩により二絨毛膜性双胎妊娠の予後が飛躍的に改善したにもかかわらず一絨毛
 膜性双胎妊娠の予後は依然として改善していない。双胎間輸血症候群(twintotwintransfu-
 sionsyndrome,以下TTTSと略す)は,その原因の一つになっている。TTTSは一絨毛膜性双
 胎妊娠において胎盤の血管吻号を通じて胎児間の血液が移行し一児あるいは両児に循環障害を生
 じた病態であると推定され,児の予後は非常に重篤である。しかしその胎児間の相互作用より重
 症度を把握する方法についてはいまだ十分な解明がなされておらず,両胎児のwell-beingの評
 価,分娩時期等の周産期管理に非常に苦慮する疾患である。
 本研究では,一方の胎児の心拍変動が他児の心拍変動から寄与される率をVLF領域(0.0125～
 0.0625Hz)の相対パワー寄与率(relativepowercontribution,以下RPCと略す)を用いて求
 め,その相互作用の影響の大きさの指標としてTTTSの病態と児の予後について検討した。
 TTTS群(13例),非TTTS一絨毛膜性双胎妊娠群(30例),二絨毛膜性双胎妊娠群(20例)合
 計63例の双胎妊娠を対象とした。双胎胎児間のRPCはTTTS群で他の一絨毛膜性双胎妊娠群,
 二絨毛膜性双胎妊娠群より有意に高く,さらにTTTS群の中でも胎児死亡,早期新生児死亡,
 胎児水腫を起こした予後不良群は経過と共に上昇することがわかった。このことは一方の胎児の
 末梢循環抵抗が胎盤の血管吻合により他児の状態によって変化しそれが胎児間のRPCのダイナ
 ミックな変化に反映してくるものと考えられた。双胎におけるVLF領域の胎児心拍変動間の
 RPCの評価によって,TTTSの病態の解明を含め一絨毛膜性双胎妊娠の周産期管理において児
 の予後を定量的に把握することが可能であることが示唆された。
 以上本研究は,双胎胎児の相互作用に胎児心拍変動間のRPCを初めて応用したものであり
 TTTSの病態解明とその臨床的応用が期待され,学位に十分値するものと判断される。
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